
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
南会津教育事務所で推進している９月始まりの RPDCAサイクルにおいては、現在は、RPDCAの D 

（課題解決へ向けた集中的な取組（実践））にあたる時期です。 

 
特に２月～３月は、各校の学力向上の強化月間として位置づける等の工夫をしながら、全教 

職員で実践内容とスケジュールを再共有し、計画的・継続的な取組を行っていただければと思 

います。 

 

 

 

 

裏面に、１０月の学力向上担当者研修会において、各校からあげられた「重点化して取り組む内容」 

から抜粋したものを記載しました。ご提出いただいた後の進捗状況はいかがでしょうか？ 

半数以上の学校において、授業の充実や授業と関連した家庭学習の充実、自己マネジメント力の育 

成があげられていました。また、自分の考えを書く時間の確保や各種テストの活用による個に応じた指 

導の充実等もあげられていました。 

これまで各校で実践してきた取組を振り返り、2～３月の重点を再共有していきたいものです。 

  
南会津教育事務所学校教育課だより 

   南会津夢教育 

 

令和５年２月７日（火）発行 

第１２８号 

学力向上 RPDCAサイクルを意識しながら RPDCA 

 

  

自校の課題を踏まえた分析シートより 

R：「全国学力・学習状況調査」「ふくしま学力調査」の結果をもとにした分析 

P：分析結果をもとにした自校の課題解決に向けた計画 

D：課題解決へ向けた集中的な取組（実践） 

C：次年度の「全国学力・学習状況調査」、「ふくしま学力調査」による評価 

A：評価をもとにした計画の見直し（改善） 
  

 

  ３学期もあと１ヶ月あまりとなりました。年度末の各種行事へ向けた準備等、

何かと慌ただしくなる時期ですが、学習のまとめをする重要な時期でもありま

す。授業の充実とともに、児童生徒一人一人の学習状況を把握し、「つまずきが

見られる分野」については補充指導や家庭学習などを活用し、まとめの充実を

図っていきたいものです。 



（各校のシートより） 

○ 家庭学習の指導、家庭学習と自己マネジメント力の向上、個に応じた家庭学習の充実、 

授業での学びをつなげる家庭学習          ○ 読書活動の充実  

○ 授業の質の向上、複式学級での授業の充実  ○ 話し合い活動の充実、対話的な活動の充実 

○ 授業を支える「学級経営・生徒指導」の充実  ○ 振り返りの充実 

○ 自分の考えを文章にまとめる時間の確保、書く時間の確保  ○ 個に応じた特別支援教育の充実 

○ 各種学力調査・校内テストの活用           ○ 理解が不十分な分野（苦手分野）の指導  

○ 単元テストの分析を基にした個に応じた指導、個別最適な学び、学びの個別化 

授業改善にあたっては、各学校へ配付した「自ら学ぶ子供の育成リーフレット」及び「補足資料」も 

ぜひご活用ください。 

 

 

 

    以下は、域内で学力の伸びが大きかった学校の取組です。主体的な学びや自己マネジメント力を大切 

にした参考になる実践です。 

 

    

 

   

 

〇全国学力・学習状況調査・・令和５年４月 1８日（火） 

（対象：小６、中３）   （対象教科：国語、算数・数学、英語（中）） 

              ※英語「話すこと」は当日実施校と期間内実施校がある 

〇ふくしま学力調査・・・・・令和５年５月１１日（木）～２６日（金） 

（対象：小４～中２）   （対象教科：国語、算数・数学） 

 

 福島県教育庁南会津教育事務所 学校教育課 

TEL 0241-62-5255 HP https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70510a/ 

伸びを引き出した効果的な取組（小・国語） 伸びを引き出した効果的な取組（中・数学） 

伸びを引き出した効果的な取組～ふくしま学力調査～RPDCA 

令和５年度の学力調査予定           RPDCA 


